
お
か
あ
ち
ゃ
ん
の
手
作
り

１６
年
目
を
迎
え
た
お
ふ
く
ろ
の
味
は

信
州
中
野
の「
ふ
る
さ
と
」の
味

中
野
市
豊
田
農
産
物
加
工
施
設
利
用
組
合
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※
こ
の
特
集
は
平
成
26
年
３
月
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。



　
道
の
駅
「
ふ
る
さ
と
豊
田
」
に
隣
接
す
る
「
中

野
市
豊
田
農
産
物
加
工
施
設
」。
冬
の
時
期
は
、

朝
か
ら
農
家
の
お
か
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
笑
い
声
が

響
き
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
中
野
市
豊
田
農
産
物
加
工
施
設
利
用
組
合
は
、

施
設
の
指
定
管
理
者
を
務
め
な
が
ら
、
地
元
の
農

産
物
を
使
っ
た
加
工
品
を
作
っ
て
い
る
。
地
域
農

業
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
１０

年
１１
月
、組
合
員
４０
人
が
出
資
金
を
出
し
合
い「
豊

田
農
産
物
加
工
施
設
利
用
組
合
」
を
設
立
。「
お

や
き
部
」「
菓
子
部
」「
味
噌
部
」
の
３
部
会
制
で
、

ほ
ぼ
毎
日
活
動
し
て
い
る
。
組
合
設
立
の
き
っ
か

け
は
、
特
産
の
リ
ン
ゴ
を
加
工
し
付
加
価
値
の
あ

る
商
品
に
す
る
こ
と
。
組
合
員
の
ほ
と
ん
ど
が
農

家
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
農
村
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
、
女
性
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
組
合
員
が
自
ら

考
え
実
践
し
て
き
た
。
販
売
先
へ
の
営
業
な
ど
も

全
て
自
分
た
ち
で
行
っ
て
い
る
。

　
材
料
は
地
元
で
採
れ
る
野
菜
や
果
物
。
野
菜
は

規
格
外
農
産
物
を
有
効
利
用
、
リ
ン
ゴ
は
組
合
員

の
農
家
で
採
れ
た
完
熟
リ
ン
ゴ
を
使
う
。
味
噌
に

使
う
大
豆
も
地
元
産
に
こ
だ
わ
り
、
組
合
員
自
ら

約
３０
㌃
の
遊
休
農
地
を
利
用
し
栽
培
し
て
い
る
。

　
平
成
１８
年
に
は
、
豊
田
音
頭
に
出
て
く
る
驚
き

や
感
嘆
を
表
す
方
言
「
あ
ち
ゃ
ま
」
を
商
標
登
録
。

同
年
、
全
国
農
山
漁
村
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
表

彰
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　
平
成
２５
年
４
月
現
在
で
組
合
員
数
は
５８
人
。
子

育
て
中
や
非
農
家
の
女
性
も
加
わ
り
、
交
流
も
盛

ん
に
な
っ
て
き
た
。
同
年
１０
月
に
は
、
農
林
水
産

省
か
ら
６
次
産
業
化
推
進
整
備
事
業
認
定
を
取
得

し
、
信
州
の
伝
統
野
菜
「
ぼ
た
ん
こ
し
ょ
う
」
を

使
っ
た
商
品
な
ど
、新
商
品
開
発
に
も
力
を
注
ぐ
。

　
今
後
も
、
農
村
女
性
の
可
能
性
を
信
じ
、
楽
し

み
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
と
と
も
に
、
若
い
世
代

に
、
ふ
る
さ
と
の
味
・
食
文
化
を
継
承
し
て
い
く
。

１　おそろいの黄色いかっぽう着は味噌部の皆さん　２　グリーンのエプロンが爽やかなおやき部の皆さん　３　ピンクのエプ
ロンがかわいい菓子部の皆さん　４　設立当初からのメンバー。左から副組合長の西

に し の

野三
み え こ

恵子さん、組合長の関
せき

きよ子
こ

さん、
副組合長の神

か ん だ

田一
か ず え

枝さん

中野市豊田農産物加工施設
住所　中野市大字永江２２１１―１
TEL/FAX　（３８）３３０９
開設　平成 １０ 年 １２ 月１日
建築面積　２５８．５８㎡
構造　鉄骨平屋建（農産物加
工所）、木造平屋建（農産物加
工貯蔵所）
施設内容　おやき加工室、菓
子加工室、味噌加工室、研修室、
材料搬入室、材料庫、熟成室

内祝などに赤飯、
山菜おこわの注文
も承ります

１ ２
３ ４

イチオシ！ふるさとの味詰め合わせ
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